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 本年度における ephrin-A1 のプロテアーゼによる切断アミノ酸断片および糖鎖修飾の解析を主に行

った。細胞膜に局在する ephrin-A1 はプロテアーゼによって切断されることで分泌型となり血流を介

して肺血管の透過性などを調節していることを我々は報告してきたが、生理的な条件下とがん病態下

において同様の切断がなされるかどうか不明である。この点に着目し、生理的条件下で存在する分泌

型 ephrin-A1 のアミノ酸断片とがん病態において存在する分泌型 ephrin-A1 のアミノ酸断片を比較す

ることでバイオマーカーとしての可能性を探ることができると我々は考えている。健常のマウス尿 20

ml を用いて Concanavalin A ビーズおよび陰イオンカラムを用いて分泌型 ephrin-A1 を精製した。ペ

プチダーゼによってプペチド化する際に安定同位体 18O で標識し、ペプチダーゼによる切断アミノ酸

断片と体内でプロテアーゼによって切断されたアミノ酸断片を区別した。その後、MALDI で解析を行

い 18O 標識もたないピークについて MS/MS 解析を行ったが尿から得られたサンプルが非常に微量で

ああったため詳細なデータは得られなかった。 

 がん細胞ではフコシル化などの糖鎖修飾が亢進していることが知られている。よって、糖鎖修飾の

構造差異についてもバイオマーカーとなりうる。まずは ephrin-A1 の糖鎖修飾の解析が可能かどうか

検討するために、培養細胞から精製した分泌型 ephrin-A1 の糖鎖修飾の解析を行った。Tripisin によ

りペプチド化し、その後 nLC で分取しそれぞれのピークについて MALDI で解析を行った。その結

果、ephrin-A1 の糖鎖修飾の種類が明らかとなった。今度、様々ながん細胞、またはがん患者から得ら

れたサンプルと健常から得られたサンプルを比較し、バイオマーカーとして利用できるか否か検討し

ていきたい。 

 

 

 

 

 

 


